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この政策の柱における ひとの“わ”

1 予防警防課

2 消防総務課

3 消防総務課

4 消防総務課

5 予防警防課

6 予防警防課

7 予防警防課

8 通信指令課

政策の柱

④安全・安心で快適に暮らせるまちづくり

　地域の消防団員を充実させ各自治会や行政などとつながることにより防災力が向上
します。郊外地域において交通手段を持ち合わせない人が地域で主体となる「人財」
を中心に集まることにより地域内交通が成り立ち、それが鉄道や路線バス等とつなが
ることにより交通ネットワークが充実します。
　また、公園愛護会を始めとする地域住民やボランティア団体等が作り出すひとの
“わ”により、中央に土岐川が流れ四方を山々に囲まれた多治見らしい景観や自然環
境の保全につながります。さらに、環境教育・学習を推進する人をはじめ環境保全団
体等がつながることで、引続き高いレベルの環境都市を維持していきます。

施策 消防・救急体制の充実

　安心な居住環境を確保するため、地域消防力の向上に取り組むとともに、消防・
救急体制の充実を図ります。

救命率向上のため、救急救命体制を強化するとともに、119
番通報時の口頭指導を実施します

救命率向上のため、市設置のAEDの更新を計画的に進めます

通信指令業務の広域運用を東濃５市で研究します

基本計画事業
消防力の充実強化のため、消防車両及び消防資器材の更新を
計画的に進めます

消防体制を見直し、消防力を適正配備します

消防団員の加入促進を図り、地域消防力を強化します

中央北分団の車庫併設詰所を整備します

大規模災害に備えて防火水槽の耐震化を進めます
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1 水道課

2 水道課

1 下水道課

2 下水道課

3 下水道課

4 下水道課

5 浄化センター

1 下水道課

2 道路河川課

3 道路河川課

4 市街地整備課

5 道路河川課

地震災害に備えて、橋やため池の耐震対策を進めます

駅北土地区画整理区域内の都市計画道路において、無電柱化
を進めます

　美味しい水をいつでもどこにいても飲むことができるように、施設の整備・更
新・耐震化を計画的に進めます。

基本計画事業
水道施設の安全性、効率的な維持管理に重点を置き、施設の
整備・更新をします

事故や災害に備え、水道管の更新・耐震化を計画的に実施し
ます

姫地区及び笠原地区等の公共下水道未普及地区の解消に努め
ます

施策 下水道の普及

　中心市街地でも郊外地域でも快適な住環境が整った中で生活できるように公共下
水道や合併処理浄化槽の普及に努めます。

基本計画事業
公共下水道及び区域外での合併処理浄化槽の普及促進によ
り、水環境の保全に努めます

　自然災害に備え、中心市街地でも郊外地域でも安心して住み続けられるように、
防災対策に取り組むとともに、浸水対策実行計画に沿って整備を進めます。

施策 上水道の安定供給

下水道施設の地震対策を計画的に進めます

基本計画事業
浸水対策実行計画に沿って、土岐川左岸ポンプ場等を整備し
ます

浸水対策として、市の管理する河川の改修及び流出抑制施設
を整備します

施策 防災対策

下水道施設の有効利用を図るため、長寿命化対策を進めると
ともに、施設の統廃合を検討します

下水処理場、ポンプ場の更新・改良を計画的に進めます

土砂災害に備えて、急傾斜崩落対策等を進めます
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6 企画防災課

1 環境課

2 環境課

3 環境課

4 環境課

5 環境課

6 環境課

7 環境課

8 環境課

9 環境課

1 緑化公園課

2 緑化公園課

3 緑化公園課

施策 環境との共生

　市民と共に環境について考え、環境に与える影響を極力抑えるよう保全・再生・
美化等に努めます。

基本計画事業
環境基本計画に基づき、市民・事業者・行政の役割分担のも
と、環境保全の取組を推進します

災害時の情報提供手段を確保するため、防災行政無線の機能
を強化します

三の倉センターの安定稼働のため整備計画を策定し、大規模
修繕を行います

墓地需要調査を実施し、無縁墳墓の対応や今後の墓地のあり
方について方針を決定します

施策 緑化推進

再生可能エネルギーの導入等により、地球温暖化対策を進め
るとともに、効果的な高気温対策について検討します

環境教育・学習を推進する「人財」を育成するとともに、環
境教育・学習活動を支援します

まち美化計画に基づき、市民・事業者・行政が役割分担し、
きれいなまちづくりを進めるとともに、廃棄物の不適正処理
対策を進めます

生物多様性と自然環境の保全に努めます

循環型社会システム構想の基本理念を引き継ぎ、更なるごみ
減量に取り組みます

一般廃棄物処理施設の長期的な整備方針を検討します

　これまで引き継いできた斜面緑地に代表される多治見らしい自然環境を身近に感
じ、未来へつないでいくための緑を増やす取組を市民とともに進めていきます。

基本計画事業
風の道構想の実現を目指し、緑のボリュームアップ作戦、風
の道緑化軸の植栽を進めます

愛護会による公園などの管理や市民参加による貴重な緑の保
全、緑化推進を支援します

自然公園や身近な里山を保全し、自然と触れ合える場として
整備します
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1 緑化公園課

2 緑化公園課

3 緑化公園課

1 都市政策課

2 都市政策課

1 都市政策課

2 市街地整備課

3 開発指導課

神戸・栄土地区画整理事業及び多治見住吉土地区画整理事業
地内の公園を整備します

長寿命化計画に基づき、公園施設等の長寿命化を図ります

施策 公園整備

　子どもや高齢者などが安全に安心して利用できる公園とするための整備を進めま
す。

基本計画事業
市民のニーズに沿った公園、児童遊園等の整備をめざし、再
配置や開発による公園等の設置基準の見直しなどの手法を用
いた整備方針を決定します

　まちなかの市街地景観とそのまわりを囲む山々の自然景観との調和がとれた美し
い風景を守り育て、整え、創り出すための取組を進めます。

基本計画事業
風景づくりアドバイザー制度、景観サポーター制度等を有効
に活用し、市民参加による美しい風景づくりを推進します

適正な広告景観を形成するため、屋外広告物の規制、誘導を
するとともに、違反広告物に対する指導勧告を実施します

施策 都市景観の形成

施策 土地の適正利用

　ネットワーク型コンパクトシティの形成を進め、計画的な土地利用を図ります。

基本計画事業
ネットワーク型コンパクトシティの形成に向け、都市計画に
よる規制・誘導を進めます

健全な市街地形成を図るため、土地区画整理事業を支援しま
す

地籍調査を計画的に実施し、土地の実態把握に努めます
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1 都市政策課

1 都市政策課

2 企画防災課

1 開発指導課

2 開発指導課

3 建築住宅課

4 建築住宅課

5 建築住宅課

建物の耐震診断、耐震補強工事を促進し、安全確保の取組を
支援します

建物の通風、日照の確保や火災時の延焼防止等、道路の持つ
機能を発揮できるよう狭あい道路の解消を推進します

市営住宅の補完機能として、入居者の民間賃貸住宅家賃補助
を継続します

老朽化した市営住宅の入居者の住替えを行い、計画的に集約
を進めます

市営住宅の良好な住環境を維持します

　商業施設、文化娯楽施設、行政機能などの都市機能を利用しやすくするために郊
外地域と中心市街地を結ぶ公共交通や中心市街地内での快適な移動を充実させま
す。

施策 公共交通の充実

　中心市街地でも郊外地域でも快適で住みやすい住環境を整える対策に取り組みま
す。

基本計画事業

基本計画事業
ネットワーク型コンパクトシティの形成に向け、公共交通の
ネットワークを強化します

施策 定住促進

　人口減少に歯止めをかけるため定住促進策として空き家の利活用や市の魅力をＰ
Ｒして定住人口を増加させます。

基本計画事業
定住を促進するため、リフォームや取壊しの支援などにより
空き家などの住宅ストックの利活用を促します

定住を促進するため、市の魅力を市外に発信し、市の知名
度・イメージの向上を図ります

施策 居住環境の整備
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1 都市政策課

2 道路河川課

3 道路河川課

4 道路河川課

5 道路河川課

1 道路河川課

2 道路河川課

道路や橋などの効率的な管理計画に基づいた維持・修繕を実
施します

道路・河川の美化清掃や道路状況の見守りなどを行う市民ボ
ランティアの活動を支援します

基本計画事業
快適に移動できるよう、効果的な道路網整備を進めるため、
多治見都市計画道路網構想を見直します

渋滞を緩和し、交通の安全性を高めるため、高根小名田線な
どの地域の道路を改良整備します

東濃３市のネットワーク機能を強化するとともに市街地の渋
滞を緩和するため、東濃西部都市間連絡道路など国・県と連
携し道路整備を進めます

施策 交通安全対策

　子どもや高齢者などの交通弱者にもやさしい交通安全対策を進めるため、段差を
無くしたり、歩道と車道を分ける取組を進めます。

基本計画事業
交通弱者が安心して通行できる道づくりを進めます

幼児や高齢者に重点を置いた交通安全教育や、地域住民と連
携した交通安全意識の啓発活動を推進します

施策 道路整備

　交通アクセスに優れたまちの利点を活かすために、快適な道路環境をめざし、
国・県・関係団体と連携して対策を実施します。


